
 
３月・４月の日程 
☆３月 

27日（水）新入生オリエンテー 

ション 

☆４月 

８日（月）始業式 

新2,3年生課題考査 

９日（火）入学式・開設記念式 

10日（水）新2,3年生課題考査 

     身体計測（５，６限） 

11日（木）・12日（金）検尿 

17日（水）血液検査 

（新2,3年生希望者） 

19日（金）検尿 

 

ロゴ 3 年 入

○
卒
業
式 

（３
月
１
日
） 

   

た
く
さ
ん
の
来
賓
の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
に
来
校
し
て
い
た
だ
き
、

卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
涙
と
感
動
の
卒
業
式
に

な
り
ま
し
た
。
校
長
先
生
の
式
辞
、
岡
山
県
教
育
委
員
会
、
真
庭
市
長
様

の
祝
辞
の
後
、
二
年
生
白
川
有
紀
さ
ん
の
送
辞
、
卒
業
生
藤
井
大
地
君
の

答
辞
が
読
ま
れ
ま
し
た
。
藤
井
君
の
答
辞
で
は
、
涙
で
言
葉
に
つ
ま
る
場

面
が
何
度
も
あ
り
、
卒
業
生
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
三
年
間
の
思
い

出
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

卒
業
生
の
退
場
時
に
、
保
護
者
の
前
に 

整
列
し
て
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」 

と
頭
を
下
げ
る
と
保
護
者
の
皆
様
も
思
わ 

ず
目
頭
を
押
さ
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私 

た
ち
も
卒
業
生
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
素 

晴
ら
し
い
学
校
に
し
て
い
き
ま
す
。
先
輩 

方
も
高
校
生
活
で
学
ん
だ
こ
と
を
い
か
し 

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
活
躍 

を
応
援
し
て
い
ま
す
。 

（
一
年
生 

三
牧
・
神
田
・
谷
口
） 

○
卒
業
生
を
送
る
会
（
３
月
１
日
）

 

卒
業
式
の
後
、
社
会
教
室
で
卒
業
生
を
送
る
会

を
行
い
ま
し
た
。 

各
ク
ラ
ス
で
の
最
後
の
Ｈ
Ｒ
の
後
、
卒
業
生
と

保
護
者
、
先
生
方
等
で
一
杯
に
な
っ
た
社
会
教
室

で
、
入
澤
友
也
先
輩
が
監
督
を
務
め
た
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
の
上
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
入
学
式
か
ら

修
学
旅
行
、
三
座
祭
等
、
三
年
間
の
思
い
出
が
よ

み
が
え
る
す
ば
ら
し
い
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
し

た
。 卒

業
生
に
渡
し
た
お
菓
子
は
、
２
月
28
日
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
保
護
者
の
皆
様
と
生
徒
会
執
行
部
、
有
志

で
卒
業
生
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
作
っ
た
ク

ッ
キ
ー
と
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
で
す
。
一
人
一
人
に

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
、
当
日
卒
業
生
に

渡
し
ま
し
た
。 

 

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
上
映
の
前
に 

は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会
で
お 

話
し
く
だ
さ
っ
た
眞
山
健
二
さ
ん 

か
ら
卒
業
生
へ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
ム 

ー
ビ
ー
も
送
っ
て
い
た
だ
き
、
参 

加
者
一
同
驚
き
を
隠
せ
な
い
様
子 

で
し
た
。 

（
一
年
生 

三
牧
・
神
田
・
谷
口
） 

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「蒜
高
お
た
す
け
隊
」発
足 

 

  

生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
活
発
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
春
休

み
に
川
上
保
育
園
で
八
名
、
千
寿
荘
で
一
名
の
生
徒
が
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３
月
14
日
（
木
）
10
時
か
ら
発
足
式
を
行
い
ま
し
た
。
校
長
先
生
か
ら
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

弱
い
人
た
ち
に
何
か
こ
ち
ら
か
ら
援
助
す
る
と
い
う
発
想
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
が
そ
こ
で
学

ば
せ
て
も
ら
う
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。」
と
い
う
激
励
が
あ
り
、
そ
の
後
、

担
当
の
中
島
先
生
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時
の
注
意
事
項
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
一
人
一

人
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ノ
ー
ト
」
を
作
り
、
毎
日
の
記
録
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最
後
に
生
徒
会
長
の
白
川
有
紀
さ
ん
か
ら
「
初
め
て
の

こ
と
で
、
慣
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

積
極
的
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

３
月
15
日
（
金
）
に
生
徒
を
代
表
し
て
白
川
有
紀
さ

ん
、
芳
本
綾
菜
さ
ん
が
川
上
保
育
園
に
挨
拶
に
う
か
が

い
ま
し
た
。
４
月
２
日
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。 

 

 

蒜
山
高
校
学
校
新
聞 

蒜
高 

タ
イ
ム
ズ 

 

 
すずしろくん 

○
４
月
か
ら
は
、
勝
山
高
校
蒜
山
校
地
生
と 

一
緒
に
勉
強
し
ま
す
！

４
月
か
ら
蒜
山
高
校
は
「
勝
山
高
校
蒜
山
校
地
」
と
な
り
ま
す
。
４
月
か
ら
入
学
す
る
生
徒

は
「
勝
山
高
校
蒜
山
校
地
生
」
と
な
り
ま
す
。「
入
学
式
並
び
に
開
設
記
念
式
」
は
４
月
９
日
（
火
）

に
行
い
ま
す
。 

一
方
、
現
在
の
一
年
生
、
二
年
生
は
「
蒜
山
高
校
生
」
と
し
て
新
学
期
を
迎
え
ま
す
。
現
在

の
一
年
生
が
卒
業
す
る
平
成
27
年
３
月
に
「
蒜
山
高
校
」
は
閉
校
式
を
行
い
ま
す
が
、「
勝
山

高
校
蒜
山
校
地
」
を
希
望
す
る
生
徒
が
い
る
限
り
、
こ
の
場
所
に
高
校
は
残
り
ま
す
。
生
徒
が

主
体
に
な
っ
て
行
動
で
き
る
学
校
、
地
域
に
と
っ
て
必
要
な
学
校
と
な
る
べ
く
、
４
月
か
ら
も

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
時
に
は
、
保
護
者
の
皆
様
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
情
報
発
信

に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
方
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
今
年
も
ス
イ
ト
ン
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。 

 
 

今
年
は
一
年
生
の
生
徒
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
活
用
し
て
、 

ス
イ
ト
ン
制
作
を
行
い
ま
し
た
。
例
年
に
な
く
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
が 

で
き
あ
が
り
、
卒
業
式
に
は
体
育
館
へ
の
道
を
ス
イ
ト
ン
が
飾
り
ま 

し
た
。
地
域
の
方
で
ス
イ
ト
ン
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ 

い
ま
し
た
ら
、
学
校
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

（
連
絡
先
０
８
６
７
‐
６
６
‐
２
０
１
６ 

教
頭 

横
関
ま
で
） 

４月も 

行事が 

たくさん！ 

高校生活 

楽しもう♪ 

 

 

 

 
 

 

 

 

第108号   H２５. ３. ２１ 

毎月２５日発行   蒜山高校 教務課

hiruzen07@pref.okayama.jp 

蒜高タイムズ記者 

活躍中！ 
生徒のみなさんで、蒜高タイム

ズの記事を書いたり、写真を撮

ってくれたりする人を募集して

います。  希望者は、佐伯まで。



 

 

 

□
３
月
１
日
に
卒
業
式
を
終
え
た
三
年
生
の
み
な
さ
ん
が
、
進
学
・
就
職
な
ど
で
各

地
へ
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。「
仕
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。」「
引
っ
越
し
を
し
ま
し

た
。」「
元
気
で
し
て
い
ま
す
。」
と
い
う
連
絡
が
続
々
と
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
蒜
山

の
地
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。 

 

□
職
員
室
前
の
黒
板
か
ら
「
出
来
る
か
出
来
な
い
か
わ
か
ら
ぬ
時
は
、
出
来
る
と
思

っ
て
努
力
せ
よ
。」
哲
学
者
・
評
論
家 

三
宅
雪
嶺 

○
牛
乳
・乳
製
品
を
使
っ
た
料
理
講
習
会 

（２
月
18
日
） 

 

二
年
生
生
活
科
学
コ
ー
ス
の
「
フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
」
の
授
業
で
ジ
ャ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
有
本
さ
ん
に
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
を
使
っ
た
料
理
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
生
徒
は
「
授
業
の
中
で
、
先
生
が
親
切
に
教
え
て
く
だ
さ
り
、

料
理
の
元
か
ら
完
成
ま
で
、と
て
も
よ
く
わ
か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。」「
料
理
道
具
の
使
い
方
や
、
野
菜
の
切
り
方
な
ど
を
教
え
て
も
ら

っ
て
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。」「
講
師
の
方
は
や
っ
ぱ
り
プ
ロ
だ
な
と

思
っ
た
。学
校
の
切
れ
な
い
包
丁
で
み
じ
ん
切
り
な
ど
し
て
い
て
す
ご
か
っ

た
。」「
日
常
生
活
で
こ
の
よ
う
に
難
し
く
複
雑
な
も
の
を
つ
く
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
と
て
も
貴
重
な
体
験
で

今
ま
で
と
は
少
し
違
う
視
点
を
も 

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」
と
い
う

感
想
を
も
ち
、非
常
に
有
意
義
な
時

間
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。有
本
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

○
部
活
動
年
間
活
動
報
告 

そ
の
２ 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
合
同
チ
ー
ム
で
の
参
加
） 

・
美
作
支
部
夏
季
大
会 

 

８
月
５
日 

 

蒜
山
・
津
山
・
勝
山
・
林
野
・
勝
間
田 

― 

真
庭  

２ 

― 

１ 

― 

美
作
Ａ 

１ 

― 

２ 

― 

津
山
工
業 

０ 

― 

２

８
月
６
日 

 

蒜
山
・
津
山
・
勝
山
・
林
野
・
勝
間
田 

― 

津
山
東 

２ 

― 

０

― 

津
山
高
専  

１ 

― 

１

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
 
 

― 
美
作
Ｂ 

０ 

― 

２ 

・
全
日
本
高
校
選
手
権
岡
山
県
予
選
会 

 

 

蒜
山
・
津
山
・
勝
山
・
林
野
・
勝
間
田 

― 
新
見
高
校  

１ 

― 

２

・
新
人
大
会
美
作
地
区
予
選
会
（
美
作
地
区
第
３
位
） 

 
 

12
月
22
日
・
23
日 

 
 
 

蒜
山
・
勝
山
・
林
野 

― 

美
作  

０ 

― 

２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
     

― 

勝
間
田
・
津
山
・
真
庭 

２ 
― 
１

 
                    

― 

津
山
東 

２ 

― 

１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
      

― 

津
山
高
専 

２ 

― 

１ 

（
県
大
会
出
場
権
獲
得
）

・
新
人
大
会
岡
山
県
予
選
会
県
大
会
（
岡
山
県
ベ
ス
ト
16
位
） 

 

１
月
19
日 

 
 
  

蒜
山
・
勝
山
・
林
野 

 

― 

岡
山
東
工
業 

２ 

― 

１ 

 
 
                      

― 

岡
山
工
業 

０ 

― 

２ 
 

○
蒜
高
お
た
す
け
隊
（バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
）ク
リ
ー
ン
作
戦 

 

３
月
７
日
、
８
日
、
部
活
動
の
練
習
の
前
後
に
、
高
原
線
や
蒜
山
高

校
周
辺
、
国
道
沿
い
の 

ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。 

   

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

・
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
予
選
会 

８
月
10
日 

個
人
戦
シ
ン
グ
ル 

： 

安
井
航
平 

２
回
戦
進
出 

 

他
１
回
戦
敗
退 

・
秋
季
大
会
美
作
地
区
予
選
会 

10
月
６
日 

団
体
（
男
子
） 

 

０ 

― 

３ 

個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス 

１
回
戦
敗
退 

・
新
人
大
会 

１
月
26
日 

 
 

個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス 

１
回
戦
敗
退

○
学
校
賞
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。
（３
月
21
日
）

 

終
業
式
の
あ
と
、
１
、
２
年
生
の
学
校
賞
の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

①
皆
勤
賞 

 

一
年
Ａ
組 

上
田
陸 

 

手
島
健
輔 

 

樋
口
昌
弘 

 
 

宮
下
晴
行 

神
田
あ
ゆ
み 

 

近
藤
優
月 

 
 

水
川
楓 

 

三
牧
藍
莉 

二
年
Ａ
組 

淀
金
祐
吾 

 

長
尾
篤
志 

 
 

藤
井
雄
太
郎 

 

白
川
有
紀 

 
 

花
田
知
恵 

 

中
村
真
希 

 

②
学
業
成
績
優
秀
賞 

 

一
年
Ａ
組 

近
藤
優
月 

二
年
Ａ
組 

白
川
有
紀 

 

花
田
知
恵 

 

③
特
別
活
動
等
の
表
彰 

 

一
年
Ａ
組 

入
澤
愛
実 

 

近
藤
優
月 

二
年
Ａ
組 

花
田
知
恵 

 

美
甘
空
来 

最
近
の
蒜
山
高
校
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す 

○
学
校
評
議
員
会
・学
校
関
係
者
評
価
委
員
会 

（３
月
５
日
） 

 

学
校
の
一
年
間
の
動
き
に
つ
い
て
学
校
評
議
員
の
皆
様
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
評
議
員
会
を
行
い
ま
し
た
。
本
校
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
自
己
評
価
を
報
告
し
た
後
、
評
議
員
の

皆
様
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
卒
業
式
を
見
る
と
本
当
に
生
徒

の
様
子
が
良
く
な
っ
て
い
る
」「
挨
拶
運
動
を
続
け
て
ほ
し
い
」「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
生
徒
が
地
域
に
出
て
行
く
活
動
を
行
っ
て
ほ
し
い
」「
ド
リ
ー
ム

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
参
加
者
を
増
や
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
ほ
し
い
」

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
終
評
価
書
は
年
度
末

に
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。 

○
中
高
一
貫
教
育
全
体
会 

（３
月
８
日
） 

 

蒜
山
高
校
に
蒜
山
中
学
校
の
先
生
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
今
年
度
の

中
高
一
貫
教
育
の
総
括
を
行
い
ま
し
た
。教
科
で
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、

国
語
、
体
育
で
教
員
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
特
別
活
動
で
は
「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
や
「
お
菓
子
づ
く
り
講
習
会
」
等
で
交
流
を
行
い
ま
し
た
。 

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
や
生
徒
会 

執
行
部
に
よ
る
蒜
山
高
校
の
ア
ピ 

ー
ル
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
来 

年
度
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動 

を
見
直
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
交
流 

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ 

ま
し
た
。 

 

お
め
で
と
う
☆ 

ほ
か
に
も
、 

あ
と
少
し
で
表
彰
と
い

う
人
が
た
く
さ
ん
。 

来
年
も
が
ん
ば
ろ
う
♪

 
 

 

お
知
ら
せ
６
月
14
日
（金
）６
時
間
目
に
、
全
校
一
斉
で
漢
字
検
定 

を
受
検
し
ま
す
。
地
域
の
方
も
受
検
で
き
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
佐
伯
ま
で
。

 
 

 
 

 


